
第20回会議おさらい

会議内容として
１．まちづくり会社準備会の協議等にかかる報告について

〇社会実験から継続活⽤に移⾏するタームだと考えています。

〇完成した時に魅⼒的な事業者に⼊ってもらうために、ここで出店したいと感じてもら
 える魅⼒的な場所を⾃らで作らなくてはいけません。

〇まちづくり会社設⽴について、会社というものは、設⽴は簡単だが継続は難しいと思っ
 ています。川の流れを逆流させるような難しさを感じます。

〇このプロジェクトで何を成果と考えるのかということと、
 スモールスタートと⼩さな成果を得ることが必要です。
 収益事業に変換していくことが重要です。
 Try＆Errorを繰り返して前向きにやっていくことこそが⼤事業の成功につながります。

〇限定的な地域の⽅が主な利⽤者である公⺠館でなくても、
 市全体の⼈が広く利⽤する図書館などの⽅が、駅前に⽴地するべきなのではないか
 と考えています。
 図書館、まちづくり会社、公⺠館のすべてが駅前に⽴地するべきなのかどうかも
 検討の余地があります。
 他地域や他市からも来易い⽴地が駅前の魅⼒であり、施設としての集客⼒の⽐較では、
 図書館の⽅が公⺠館より⼈を寄せる機能となります。

３．今後の予定
〇令和７年７⽉８⽇（⽕）１８時３０分∼＠貴⽣川コミュニティセンター

⽇時:令和7年4⽉8⽇(⽕)�18時３5分 
場所;貴⽣川コミュニティセンター 集会室
協⼒:⽴命館⼤学阿部研究室
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